
2018年度 事業報告書

2018年 4月 1日 から2019年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人難病のこども支援全国ネットワーク

1.事業の成果

2018年度は、難病の子どもたちと家族への支援活動をはじめてから30周年、難病のこども支援全

国ネットワークが設立されてから20周年の節目の年となった。これにともなって、6月 には 30年に

わたる活動を振り返りながら未来を語る記念行事を行つた。
今年度に特記すべきこととして、 ``がんばれ共和国"で使用するユニバーサルデザインの熱気球

(Tooth Fairy号 )を整備したほか、 ``あ おぞら共和国"では、みんなが集まってイベント・研修・広

報・喫食などの多目的に使えるスペースとして 100名が集うことができる交流棟を建築し、「小林登

記念ホール」と命名した。また、今年度も秋篠宮妃紀子殿下に、 “がんばれ共和国"阿蘇ぼう !キ ャ

ンプと “あおぞら共和国"のウインター・キヤンプヘのご臨席を賜ることができた。

2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 事業内容

電話相談室 4月 から3月 事務局 6名 難病の子ども
の親

436イ牛

58名 難病の子ども
の親

529件

実施期日 実施場所 受益者範囲
と人数
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難病や慢性疾患、障
害のある子どもたち
とその家族を対象に
「友だちつくろう」
を合い言葉にしてサ
マーキヤンプ “がん
ばれ共和国"を全国
で開催した。
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親の会連絡会 難病や慢性疾病・障
害のある子どもをも
つ親たちを主たるメ
ンパーとする親の会
が経験交流や情報交
換のために定期的に
開催 した。

4月 から 3月 事務局、大阪
市内

5月 から 7月 事務局

11月 から 1

月
事務局

4名

名

難病の子ども
をもつ親の会

1,5

60団体

難病の子ども
の親の会

1,217

6団体

難病の子ども
1 1,081

の親の会

5団体

入院中の子ど
も
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毎日新聞社会事業団
の小児がん征圧募金
からの寄附金をもと
に、小児がん以外の
難病や慢性疾病、障
害のある子どもたち
への支援のために、
有意義な活動を行な
う親の会を主たる対
象として助成先を公
募 し、選考委員会の
審議を経て 6団体に
贈呈 した。
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難病や慢性疾病、障
害のある子どもとそ
の家族に、パークチ
ケットを贈呈した。

一般社団法人日本難
病・疾病団体協議
会、公益社団法人日
本 リウマチ友の会と
ともに、世話人とし
て開催 した。
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QOLの維持・

図るために開
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Country &
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ポランティア

43名

難病の子ども
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日本小児期外 1小児の外科系の学
科系関連学会 1会・研究会が集ま
協議会   |り 、小児の外科的
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書式第 13号 (法第28条関係)

2018年度  活動計算書

2018年 4月 1日 から 2019年3月 31日 まで

生慶赳当島翻 11法人難痙の■ こ:田塞 全 ユ 社 」塑 二2
(単位 :円 )

経常収益計

|1 経常費用

1 事業費

(1)人件費

給料手当

日当・謝金

人件■計

2 受取寄附金

受取寄附金

夢プロジエクト寄附金

3 受取助成金等

受取助威金

4 事業収益

ピアサポーター養成講座受講料

キャンプ参加料他

病弱教育セミナー受講料

ブレイリーダー養成講座受講料

自立支援員研修会受講料

30周年記念行事参加料

ウィンターキャンプ参加料

東京都小慢自立支援事業収入

5 その他収益

受取利息

雑収入

経常収益

1 受取会費

正会■受取会費

賛助会員受取会費

購読会■受取会費

(2)そ の他経費

会議費

旅費交通費

出張旅費

通信運搬費

家賃地代

水道光熱費

消耗品費

印刷製本費

会費等

資料代

研修費

備品費

保険料

イベント費用

268,9021

6′ 065′0421

2,969′ 804

1′021′ 536

1′854,576

734′ 891

551,088

4,196′ 825

71′788

16.200

115′ 102

2′ 767,132

1′073.164

40,180,569

目科 額金

6′654,000

47.571.565

33,377′ 328

26′ 777,112

238,946

114,618.951

38′622,374

8,949′ 191

33,377′ 328

40,000

13′ 309,000

220,000

150,000

147,000

210,000

150,000

12,551′ 112

19,762,921

2′924,442

2,640′ 000

3,420,000

594′ 000

11′056

227′ 890

22′ 687,363



建築費他

ホ‐ムヘ・‐シ・作成・更新料

奨励金支出

租税公謀

雑費

49′ 605,818

331,452

2′200.000

71,410

399′ 886

その他経費計

事業費計

2 管理費

(1)人 件■

給料手当

退職給付費用

法定福利費

福利厚生費

137′ 182′ 548

人件費計

(2)そ の他経費

旅費交通費

通信運搬■

水道光熱費

地代家賃

消耗品費

備品費

会議員

租税公課

雑費

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

‖l 経常外収益

経常外収益計

Ⅳ 経常外費用

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

前期組越正味財産額

次期繰越正味財産額

その他の事業は実施しなかった。

114.495,185

10,578.081

900,000

4′ 334,190

24′ 087

15,836′ 358

1′ 105,515

619′ 331

388,752

3′ 709,152

1′ 294,272

0

372′ 193

426′ 891

397′ 874

8′ 313′ 980

24,150.338

△46′ 713,935

0

200,311.218

153.597.283

161,332′ 886



禮鮒凱制／恥腱B

溌舗帳H糊z年9腱H特定非営利活動法人難病のこども支援全国ﾈｯﾄﾜｰｸ

昭美

平成31年3月31日現在 (単位:円）

鋤

蹄’

科 目 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現 金

普通預金

定期預金

立替金

前払金

仮払金

保証金・敷金

流動資産合計

2 固定資産

電話加入権

Ⅱ負債の部

固定資産合計

資産合計

1 流動負債

未払金

預 り 金

前受金

流動負債合計

2 固定負債

長期借入金

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ正味財産の部

繰越剰余金

正味財産合計

(うち当期正味財産増加額）

負債及び正味財産合計

679,471

927,538

000,000

19,322

463,644

649,032

099,008

７
，
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５
１

５１

105,000

7，

483

221

640

９
９
夕

748

700

284

０
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200,311,218

161,838,015

105,000

8,345,732

0

161,943,015

8,345,732

153,597,283

(△46,713,935）

161,943,015



式 16 法 28条関係)

2018年度  計算書類の注記

重要な会計方針

計算書類の作成は、複式簿記による会計ソフト (弥生会計)に よつています。

(1)租卸資産の評価基準及び評価方法

該当なし

(2)固定資産の減価償却の方法

該当なし

(3)弓 1当金の計上基準

該当なし

(4)施設の提供物等の物的サービスを受けた場合の会計処理

該当なし

(5)消費税等の会計処理

売上、仕入れ共に税込処理

特定非営利活動法人難病の ″+汁編全 国 ネ ッ トワー ク

(単位 :円 )

2.事業別損益の状況

科 目 非収益事業 収益事業 事業部門計 管理部門 合 計

:驚
:れ

l哺
I"日

:翼口
屋二

=^｀‐鷲里費°

II.

!壺 費

:]掟糞費
::13栞費
X.t
E科代

諄ヽ費用
重摯織.晰‖
=島

金支出
奮蒻蒸瞑

I驚燦新齢鷺欄瀬

6′654,000

47′ 571,565

33,377′ 328

26′ 777′112

238′946

0

0

0

0

0

6,654′ 000

47′ 571,565

33′ 377,328

26′ 777,112

238′946

0

0

0

0

0

6,654′ 000

47,571,565

33.377′ 328

26′ 777′ 112

238.946

114,618′ 951 114,618′ 951 114,618,951

19′762,921

0

0

0

2′ 924′442

0

0

0

0

0

19,762,921

0

0

0

2,924′ 442

10.578′ 081

900′000

4,334,190

24,087

0

30,341,002

900′000

4.334,190

24,087

2′ 924′442

22,687,363 22,687′ 363 15,836,358 38,523′ 721

268.9021

6.065,0421

2′969,8041

1,021′ 536

1,854′ 576

734′891

551,088

4′ 196′ 825

71′ 788

16′200

115,102

2′767,132

1′073,164

40′ 180′ 569

49,605′ 818

331,452

2′200,000

71′410

399′886

0

0

0

0

0

0

,

0

0

0

0

0

0

0

0

,

,

0

0

268,902

6′065,042

2,969′ 804

1,021,536

1,854′ 576

734′891

551,088

4,196′ 825

71,788

16,200

115′ 102

2,767,132

1′ 073,164

40′ 180,569

49,605′ 818

331′452

2,200,000

71,410

399′886

372.1931

1.105.5151

619.3311

3′ 709′ 1521

388,752

1′ 294,272

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

426,891

397′ 874

641,095

7′ 170,557

2,969′ 804

1.640,867

5′ 563′728

1,123,643

1′ 845,360

4′ 196′ 825

71′ 788

16,200

115,102

2,767,132

1,073′ 164

40′ 180′569

49′ 605.018

331,452

2,200,000

498,301

797′760

114′ 495′ 185 114′ 495′ 185 8′313,980 122,809,165

137′ 182,548 137′ 182,548 24,150,338 161′ 332,886

△22.563,597 △22,563′ 597 △24,150,338 △46.713′ 935



3.施設の提供物の物的サービスの受入の内訳

該当なし

使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。

当法人の正味財産は 153,597.283円ですが、 133′ 434′ 736円 は、下記のように使途が特定されています。

したがって使途が制約されていない正味財産は 20,162′ 547円 です.

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにする

ために必要な事項

・ 事業費と管理費の披分方法

給料手当の50%及び、旅費交通費のうち通動交通費の50%を 事業費に充てた。

その他の事業に係る責産の状況

(単位 :円 )

内    容 用首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

あおそら共和国建設の為

あおそら共和国運用費に充当

93,412,000

95,000,000

0

0

49,977.264

5′000,000

43.434,736

90′ 000′000

宿泊様の建設

10年分の運用ロ

合   計 188,412′ 000 54′977,264 133,434,736

5.固定資産の増減内訳

該当なし

6.借入金の増減内訳

該当なし

役員及びその近親者との取引の内容

該当なし
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財  産 録

2019年 3月 31日現在 (単位 :円 )

科 目 金 額

資産の部

1 流動資産

現金預金

現  金  現金手許有高

普通預金  みずほ銀行九段支店(法人口)

普通預金  みずほ銀行九段支店(JKA口 )

普通預金  三菱UFJ銀行神保町支店

通常貯金  ゆうちょ銀行

郵便振替貯金

郵便振替貯金(夢プロジェクト)

定期貯金  ゆうちよ銀行
金

金

金

替

払

払

立

前

仮

書籍購入代

4月 分事務所家賃・共益費

労働保険概算保険料他

保証金・敷金  事務所賃借保証金(小学館不動産)

流動資産合計

2 固定資産

電話加入権
固定資産合計

資産合計

|1 負償の部

1 流動負債
金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

払

払

払

払

払

払

払

払

払

り

り
受

受

受

受

受

受

受

受

未

未

未

未

未

未

未

未

未

預

預
前

前

前

前

前

前

前

前

厚労省年金局 3月 分事業主負担金

(株 )― ツ橋ヒ・

"ネ

ーデメント3月 分電気料他

ヤマ ト運輸榊 3月 分運送料

日本郵便い 3月 分ゆうメール送料

商店 3月 分ガス代

カラ…ウエ7・ コンサ

"ン

トホームヘ・―デ更新料

東京電力佛 3月 分電気料

(有 )上原ふとん店 3月 分貸しふとん代

アスクル 3月 分事務用品費

職員に対する源泉所得税

職員に対する地方税

2019年度正会員会費76名 分

2019年度購読会員会貴77名分

2019年度賛助会員 A会費3名分

2019年度賛助会員 B会費26名分

プレイリーダー講座受講料1名 分

毎日新固東京社会事業団 2019年度寄付金

=和
ク・トデ社会貢献倶楽部 2019年度寄付金

日本プロゴルフ協会 2019年度寄付金

流動負債合計

2 固定負債

長期借入金

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

正味財産

679,471

111,263,585

1,743,796

21,950

100,034

28,853′ 574

11,944,599

5,000,000

19,322

463,644

649,032

1,099,008
161,838,015

105,000
161,943,015

8,345,732

105,000

249,805

29,001

14,575

11,410

54,160

5,400

40,428

40′ 500

387469

152,200

69,500

760,000

231,000

300,000

260,000
5,000

1,500,000

500,000

4,084,284
8,345,732

ｎ

）

ａ
）

＾
υ

153,597,283

その他の事業は実施 しなかつた。



書式第18号 (法第28条関係)

事業報告用

2018年 度 年 間 役 員 名 簿 I鳴 を[5[鵠 謝 黎 1噺 ξ赫 ′舗 鍮 設 踊
又I鋸所並びにこ

」鋼出1斐壼[活動注L`建1鮨o_こ1■」墨援 全国_え上 1亜生=2

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。 )

図以下の役員には、
□各役員について、

欠格事由者が含まれません。 (法第20条関係)

親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
フリガナ

氏  名
住 所 又 は 居 所

前事業年度内の

就任期間 報酬を受けた期間

理 事
オカ

岡

アキラ

明

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日
無

理 事
フクシマ シンゴ

福島 惧吾

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日
無

理 事
ヒラオカ マエミ

平岡 まゑみ

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日
無

理 事
ミヤケ
ー c5
二 も

ショウタ

捷太

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日
無

理 事
ニシダ ヒロシ

仁志田 博司

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日
無

理 事
ゴトウ

後藤

アキヨ

彰子

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日
無

理 事
サカイ

阪井

ユウイ

裕―

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日
無

監 事
ナカガミ タツ

中神 達二

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日
無

監 事
ニヘイ

ニ瓶

ケンジ

健次

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日
無

監 事
ヨネザワ ユキ

米澤 幸子

2018年 4月 1日

2019年 3月 31日
無



書式第4号 (法第10条 。第28条関係 )

設立・事業報告用

氏   名

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人難病のこども支援全国ネットワーク

住 所 又 は 居 所

井合 瑞枝

2 木原 久

3 堺 武男   1

4 岡本 伸彦

5   下河辺 治美

6 畑 秀二

宮城 雅也

岡村 一美

赫多 久美子

10 小林 信秋

７

・

Ｆ

１
８

‐

‐
９




